
昨年11月の「日本・ASEAN経

営者会議（AJBM）」には、32回目

にして初めて、ASEAN10すべて

の国の経営者が揃いました。これ

まで様々な働きかけを行ってきま

したし、私の念願でもありました

から、大変感慨深いものがありま

す。また、第30回会議で東アジア

経済共同体（EAEC）の設立を求

める共同声明を採択して以来、中

国・韓国が何らかの形で関わるべ

きだと思っていました。今回、発

言権のあるオブザーバーという資

格ですが、中国・韓国からの参加

者を迎えることができました。民

間ベースで「ASEAN10+3」の会

議を先駆的に実現できたことは、

大きな意味があったと思います。

今回の会議で特に印象に残った

テーマは、「環境」と「格差」です。

環境については、成長段階に関係
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なくすべての国が強い関心を持っ

ていることが確認できました。

また、ASEAN10の中には大き

な格差が残されていますが、日本

とASEAN各国との2国の関係性の

中では、あまり認識されていませ

ん。これを放置したままでは、い

いチームスピリットは生まれにく

く、日本とASEANが共同して行

動する際の障害となるでしょう。

この問題については私も以前から

発言してきましたが、ASEAN全

体と日本が同じチームメンバーと

して、格差是正に向けた協力を

行っていく必要があると強く感じ

ています。

その他、中小企業の問題も大き

なテーマでした。ASEAN諸国は、

発展のためには中小企業が育たな

くてはならないと考えており、こ

の面で日本のサポートを期待する

声が昔からあります。ですが、中

小企業の裾野が広がっていくに

は、それを引っ張るキーになる企

業がいろいろな専門分野になけれ

ばならないのだと思うのです。

AJBMの議長・共同議長を3年

間務めてきましたが、ASEANと日

本の関係を改めて問い直してみる

と、本当の意味でパートナーシッ

プのチームになっているかどうか

は、まだ疑問です。日本人も、日

本企業も、優越感を持ってアジア

の人々に接しているとすれば、そ

れは変えていかなければなりませ

ん。「同じアジアの同胞、仲間な

のだ」という意識を醸成していく

必要があると、強く感じています。

今、世界中で最も経済発展が著

しく、人口も増え続け、“世界の

エンジン”となっている地域がア

ジアです。その一員として、本当

のチームスピリットをASEANの

人と一緒につくり、皆が幸せにな

るような活動を展開していく。こ

れが日本に課されたアジアでの役

割、最大の使命だと思います。
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※「第32回日本・ASEAN経営者会議（インドネシア・ジャカルタ）」の報告は19～21ページに掲載。
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